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Ｉ。はじめに
アメリカ社会科教育では
，社会科を文化に焦点
化して行う学習が展開されている1)
。本学習は，
文化の分析または解釈を通して社会を理解すると
いう文化研究としての構成をとる气本稿の目的
は
，このような文化研究学習の論理をアメリカで
使用されている具体的な教科書の分析を通して明
らかにする
ことである。
多文化社会アメリカでは
，社会科において文化
の学習が常に重視されてきた
。その主なものは自
らと異なる文化を理解・受容することで社会での
多民族共生を目指す学習
，または全ての文化を説
明出来る一般法則の獲得が期待された学習などで
あった
。しかし，これらの文化学習に対して，バ
ンクスは文化にみられる客観的知識や普遍的なル
ー
ルの追求が間違っていること3)
，エリントンはさ
らにそのような学習は
，階級や人種，ジェンダー
等のイデオロギ
にーみちたものであり，それらが
作り出される状況を学習する必要があることを指
摘した4)
。このように，文化学習の問題点が数多
く議論される中
，アメリカ社会科で行われている
文化の学習は
，文化を客観的な知識として学習す
るものから
，文化とは恣意的に作り出された意味
枠組みであり，その意味を研究してゆくものへと
移行してきた几
新しい文化研究学習では
，授業で用いられる主
発問が異なってくる
。文化を地域や領域に分けて
｢‾○○文化の特徴は何か｣という集団の特徴を比
較し理解することを目的とする発問ではなく
，
｢‾○○文化はどのように作り出されているのか｣
もしくは
，匚なぜその集団は○○文化と意味づけ
られるのか｣という，解釈枠組みとしての文化を
批判的に検討する問いが形成される
。文化概念の
変容
，社会科学における文化概念の捉え直し6）を
受け
，解釈としての文化枠組みを研究する学習が
展開され
ているのである。
アメリカでは文化研究学習の教科書がすでに数
多く出版されている
。しかし，本学習の理論と方
法を原理的に説明した研究は未だなされていない
。
そこで本稿では文化研究学習の論理の
一つがみら
れる社会科の教科書『文化の創造(Create 
ａ
Culture) 7)』を取り上げ
，その論理を解明する。
なお
，本教科書は1995年に発行されており，対
象学年は第5
～8学年である。
本研究では教科書分析の際に以下2つのアプロ
ー
チをとる
。まず教科書全体を概観し，文化研究学
習の内容構成の特質を明らかにする
。次に実際に
行われる学習単元を分析し
，単元構成にみられる
学習の特質を明らかにする。
皿
。文化研究学習にみられる解釈構築の論理
１　教科書『文化の創造』の内容構成とその特質
（1）内容構成
教科書執筆者であるノ
トーガーデン（Ｎｏrｄ
gaaeden)は
，目的を以下のように述べている8）。
「本教科書の目的は
，文化間に存在している
同質歐や違いの価値を認めるとともに
。ニー
クな文化の作られ方の理解を促進させること
である
。子ども達は，架空の文化を創造しそ
の過程を考えてゆくことによって
，どのよう
に文化が作り出され
，変化，成長してゆくか
を学ぶ
ことが出来る。」
この記述から分かる通り
，本教科書では，文化
を客観的な存在とはみなさず，他者との関係性の
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下で作り出され
，変化・成長するものとする。し
たがって，学習目標も一般的に共有されている集
団の特徴を理解するものではなく
，特定の価値が
生み出す文化の同質性や違いを理解し
，実際に文
化を作り出す学習を通して
，文化が作り出される
過程や変化
，成長してゆく経過を自らが体験する
ことが設定されている9）。
教科書『文化の創造』の内容編成を分析したも
のが表１である
。表１は本教科書の内容を章と課ご
とにまとめ
，内容の特質として筆者が全体や章立て
における各課の位置づけを分析したものである
。
本教科書は匚意思決定
」厂文化の創造」匚観念の
投影
」匚終結活動］の4つの章から成っている。
第１章は９個
，第２章・第3章は19個，第４章
は７個の課がそれぞれ設定されている
。
第１章匚意思決定」は，人々の意思決定が文化
に規定されていることを理解する学習である
。本
章は5つのパ
トーに分かれてい。第１のパート
は第１課の
，文化が作られていることに気づく学
習である
。ここでは，アパラチア民族を事例に，
他の集団と区別する意味で使われる「‾アパラチア
民族」という呼び名（枠組み）が，民族の生活場
所
，信念，儀礼，食事，衣服，住居，言語等，全
てが合わさることで作り出されていることを理解
する
。第２は第2課の個々人の意思決定は歴史的
な要素によって規定されていることを理解する学
習である
。歴史的要素とは，環境，気候の変化を
はじめ
，氷河期，産業革命，ルネッサンス等，歴
史的な流れを指す
。本パートでは，歴史という時
間の流れが文化という枠組みを作り出すことに寄
与していることを理解する
。第３は文化を形成す
る地理的要素を理解する第３課から第７課の学習
である
。ここでは，アマゾンの熱帯雨林に住む人，
ポリネシア人等を事例に
，集団独自の習慣，住居
を持つ場所の移動
，その際の手段，環境などといっ
た地理的要素が
，その土地の特殊性を作り出して
いることを理解する
。第４は文化を形成する社会的
な要素を理解する第８課である
。アフリカ，カナダ，
中国などのサブカルチャ
をー調査することを通して，
その集団にみられる年齢
，地位，収入レベル，ジェ
ンダ
とーいった人々との関係性，すなわち社会的要
素が集団の特徴を作り出す陸質を持つことを理解す
る
。第５は第１章全体のまとめである。
第１章の内容構成にみられる特徴は
，歴史的要
素
・地理的要素・社会的要素に規定された私たち
の意思決定により
，文化という場が作り出されて
いることを理解する学習にみられる
。文化に対す
る見方を
，存在領域から構築さた枠組みへと変
えてゆく学習が示されていると言えよう
。
第２章匚文化の創造
」は，文化を規定している
観念を分析し
，新たに作り出す活動である。観念
とは
，家族構造，権力構造，神話，踊り，通過儀
礼等
，課の題目に設定されているものを指す。本
教科書ではこれら全てを観念としている
。第２章
は
，必ずしも全ての課学習する必要は無いとさ
れている‰そのため，本章で設定された各課に
は際立った順序性はみられないものの
，ここでは，
社会
・政治・経済・宗教・芸術という5つの社会
的な領域が設定され
，それぞれが観念から作り出
されたものであることを分析的に理解してゆく学
習が組まれている。
第２章で設定されている課は
，それぞれが２つ
のパ
トーに分かれている。第１パートは現実文化
を事例に
，文化を規定している様々な観念を分析
する学習である
。第２パートは第１パートで学習
した文化を規定している観念の領域をもとに
，独
自のそれを作り出す学習である
。例えば第８課
匚ヒーローとヒロイン」では，まず，どの文化に
も尊敬されるヒ
ローーやヒロインがいることを，
自分が属している文化を分析することを通して考
察する
。その際，科学者，心理学者，運動選手，
教育者
，医者，その他という6つの対象が示され
ている
。次に，自分が作り出す文化におけるヒー
ロ
やーヒロインを設定し，その人に関する物語を
作ることで
，文化を表現する象徴的存在を作り出
す
。文化の象徴という宗教的な要素も，確固たる
根拠のもとに作り出されたものではなく
，その集
団が作り出した物語りにより意図的に作り出され
た観念の領域にすぎないことを知る
。
以上のように
，第2章はまず現実文化において
文化を規定する社会
・政治・経済・宗教・芸術と
いう5つの領域がどのように作り出されているか
を分析する
。その上で，それらの領域を新たに作
り出す学習が示されている。課の題目に設定されて
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表１ 『文化の創造』の内容構成
章 課
内　　　 容
内容の概要 内容の特質
第１
章
意
思
決
定
１踝 文化を名づける
文化は場所や信念，儀礼，食事，衣服，住居，言語等．それら全てが合わ
さることで作り出される。ここでは，工芸や音楽の形から名づけられたア
パラチア民族の事例を参考に，自分たちの文化に５つの名前をつけてみる。
文化とは橡々な要素が複合的に絡
み合う中で構築されるものである
ことを知る 廁
窓
思
決
定
の過
程
に
文
化
が
あ
る－
L_と
を
理解
する
2 課 歴史的時間
新たな知識
，他文化との遭遇，戦争等の歴史な事柄は，文化が形成される
要素の一部である
。どのようにして時間の流れが文化へ影響を与えたのか。
氷河期，産業革命，ルネッサンス等、歴史的な時間の流れが文化に与えた
影響を理解する。
意思決定へ影響を与える時間の側
面を理解する、 鸞|
文
化
を研
究
す
る
学
習
３踝 独自の習慣
天然資源が描かれている４枚の絵を見て，それらか人々の住居，文化の形
へどのように影響を与えているかを考える。そして，現在自分たちが住ん
でいる住居かどのように作り出されたのかを調べ，グループごとに文化や
住居の概念を再定義するo
意思決定へ影響を与える地域独自
の気候，天然資源といった自然環
境を理解する
意
思
決
定
を
規
定
す
る
地
理
的
要
素
の
理解
４課 移住の理由 自分たちの文化の起源，移住してきた時化 最終的に住んでいる場所を記述し，なぜ自分たちの文化は当初の発祥地から移住してきたのかを説明する。
５課 移住ルート
移住は人々か住むのに必要とした様々な要素によって決定される。自分達
が移住の途中で出会った人々，川，山，砂漠をリストアップし，自分達が
属する集団か移住してきたルートを調べる。
６課 輸送形態 文化によって輸送に使う手段は違う
。グループに分かれて，自分達が属す
る文化が使う輸送形態を徒歩，動物，ボート，車、その他から選び，その
理由を明らかにする。
７課 新開拓の地理 古代ローマ, 1800 年代におけるアメリカ人のハワイ移住等を事例に
．地理
的な要因が文化の開拓・発展へ影響を与えることを学習する。
８課 人口統計
今日
，人々はナショナル，リージョナル，ローカル，カルチュラル等の様々
なグル
ープにより形成されている。それらはグル プー内のサブカルチャー
(ジェンダー，地位，教育等)により構成されていると言える。アフリカ，
カナダ
，中国などのサブカルチャ をー調査したうえで，自分たちの文化の
人口，男女比，年齢別人口の割合等をワークシートに記入する。
崑巴決定へ影響を与えジェンダー，
地位，サブカルチャーといった，
関係性を理解する
理会規意
解的定思
要す決
素る定
の社を
９課 ワークシート 第１課～第８課の内容をワークシートにまとめる。 第 １章 のまとめ まとめ
第２
章
范
の澀
１課 住む方角と建物
家は文化に関する様々な特徴を示すものとなっている。各グループが作
り出す家の「大きさ
，形，スタイル，部屋の共有の仕方，寝床の位置」
等を決め，家の建築に使う素材やその調達の方法等を議論する。 住居や家族といった，日常生活を
規定する社会的な要素を分析し，
作り出す §
文
化
を
規
定
す
る
観
念
の
領
域
を
分
析
し
作
り出
す
2課 家族構造
①家父畏制，②家母長制，③平等主義という３つの家族構造を取上げそ
の特性を学習するo その上で，自分自身か作り出す文化の家族構造を設
定する。
３課 権力構造 全ての文化はその中に権力構造か存在している
。ここでは８個の権力構
造(貴族政治
，民主政治，君主政治，寡頭政治，金権政治，神政政治，
独裁政治，全体主義)を学習し，自分運の文化の権力構造を決める。
権力構造を作り出す 咢
４課 経済と通貨 私たちの生活は経済を基盤としている。経済に関する６つの問いに答えることで，文化が重視しているモノ，霎等を設定する。 経済的な要素を作り出す 翳゛
５踝 教育 文化は技術や伝統
，知識を 伝える方法を開発してゆかなければならない。
年齢を５つの段階に分けて，各段階で学ぶべき事柄を書き出してみる。 学習すぺき事柄を作り出す 翳゛
６課 言語
人々は様々な方法で
コミュニケーションをとるo 同じ言語でも住んでいる
地域によって使われ方が違う
。人々がコミュニケーションする方法をいく
つか挙げ，自分達が作った文化で使用する言語を考え，その中で特に重要
な６つの単語を決め，発音等も決める。
コミュニケーションの基本となる
言語を作り出す 礁
フ課 宗教と儀式
宗教儀式は文化のアイデンティティーにとってとても璽要な位置を占め
るo 仏教，キリスト教，ヒンズー教など，８個の宗教の信念，特徴を調
べ，文化で信仰する神やその信仰理由，信仰する際の義務等を設定する。
宗教とそれに伴う俄式を作り出す
宗
教
的
領
域
８課 ヒーロ とーヒロイン
どの文化にも尊敬されるヒ
ーローやヒロインがいる。しばしば，これらは
文化に物語を作り
出す。今日の社会で尊敬すべき人・モノを考え，自分の
文化におけるヒーロー(ヒロイン)を考え出し，その人がヒーローとなる根
拠，重要視する価値を設定するo 文化の象徴(シンボル)を作り出す
９課 神話 ジョージワシントンが桜の木を切った神話を思い出し
，神話は文化の信念，伝
統，ヒーロ ，ー価値等の表象であることを知るo その上で，文化の神話を作り
出す際のアイデアとして文化における代表的な行動，性質，特色を考える。
10 課 祝日と祝賀
祝日は文化の習慣【こよって特別なものとして規定される。世界にみられる
クワンザ，フランス革命記念日等の７つの配念日について調べて，自分達
の文化の祝日をその呼び名とともに設定する。
文化独自の祝日を設定する 咢
11 課 踊り フラダンスを事例に
，ダンスが示す文化の特長を理解する。次にダンスの名前，ど
んな種類の踊りを踊るか, 祝いの際のダンス等,作り出した文化の踊りを考える。 踊りを作り出す 翳゛
12 踝 食物と調理 各文化は手に入る限りの材料を使い
，食事やその鯛理法を開発していることを知る。
また，作り出した文化の食事を股定するため，食事の回数，マナ をー設定する。 食に関する要素を作り出す §
雲13 踝 衣服
衣服はその文化にとって特殊な意味を持っている
。５つの場面(結婚式，葬
式，祝日：２パターン考える，仕事) においてどのような衣服を準備するか
を，各文化ごとに考える。
衣服をデザインする
14 踝 通過儀礼 文化は
，同じ築団内において特別な通過儀礼を持つ。結婚，死等，５個の
場面でどのような通過儀礼を行うかを各文化ごとに考える。
文化独自の俊ﾈLを作り出す 翳゛
15 課 カレンダー
全ての文化はそれぞれ時間の捉え方が異なっている。気候，地理，人々，
信念を考察し，文化か独自の時間感覚を持っていることを理解し，自分か
作り出した文化のカレンダーを作る。
時間の捉え方を設定する 鰭
16 課
おもちや，ゲーム，
スポ ツー
人々はゲ ムーやスポーツに参加することで余暇を楽しむ。世界で有名なおもちや
，
ゲ ムー，スポ ツーを調査し，作り出した文化に合うゲ ムーを考え出す。 遊びを作り出す 編゛
17 課 国防と保護 ほとんとの文化は自分達の文化を守ろつとし
，そのための対策を作っているo 現在
考えられる他の文化から自分達を守ろうとする方法を３つ指摘し，記述してみる。
自文化を守る方法，並びに守る意
味を考える 翳゛
18 踝 文化に関するレポ トー 第２章で設定した17 個の文化の要素を整理し，それぞれを一文に簡潔にまとめる。
第2 章のまとめ まとめ19 課 ワークシート 考古学者になったつもりで，「新しい文化の発見」を他者へ手紙で伝える学習をするo
１課 地図作りと旅の記録 文化のレポ ター とーして，他から移住してくる人々に見せる地図を作成する。 文化を地図を使って表現する
観
念
の
シ
ン
ボ
ル化
２課 衣服のデザイン 洋服のデザイナーになり，移住地の天然資源を砲認し，文化独自のお祝い用の洋服を７パターン考える。 衣服や宝石など，文化独自の装飾
品を表現する
３課 宝石の作成 お祝い用と日常生活用を含めた3 ～5 個の宝石のデザインをする。イラストをし，それぞれの意味を説明するカードをつくる等の活動を行う。
４課 聖歌の執筆 作詞家になったつもりで，25小節以上の文化の聖歌を執筆する。
文化の象徴を表現する５課 トーテムの作製
文化によっては信念や物語等を表現する象徴がある。3～5 個の文化の歴史
を示すトーテムをデザインする。
６課 旗やペナントの作製 文化を表現する旗やペナントを作成し，旗やペナントに関するプレゼンテー
ションを行うo
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第
３
章
観
念
の
投
影
7 課 神話の伝承 文化の信念やヒーロー，歴史に基づき，２つ以上の神話を描く。それぞれ2～3 ページ以上書く。
ｌ
象
１
す
８課 おもちゃとゲームの作製
文化にあった２つのゲームを考え，子どもが遊ぶおもちゃを，１つ以上考
慮する。 遊びを使って文化を表現する
９課 権利章典の執筆
権利章典を読み，そこにはどのような価値が反映されているかを議論する。
次に作り出した文化の権利章典を作成し，10個の権利や薩務を設定する。 規範を表現する
10 踝 音楽と楽器の作成 文化の聖歌を演奏するためにふさわしい楽器，また，セレモニーの際に演奏出来る音楽を考える。
宗教的要素を表現する11課 踊りの振り付け 文化内で皆が踊ることの出来る振り付けを考えるo また，それらのダンス・振り付けに名前をつける。
12 課 參翆の設定 ヘアースタイルは宗教的なパフォー マンスの代表であることから，６つ以上の
ヘアースタイルを考案する。同時にその際に使うアクセサリ もー考える。 筱１
箆
13 課 人のプ囗ファイリング 作り出した文化において２人の重要な人物を設定し，それらの絵や家族構
成，スピーチを作るなどの活動をする。
人間を使って文化を表現する
14 蹂 詩の執筆 ３つの詩を書き，その中に，自文化にとって重要な人々，場所，出来事を
含ませる。
15 課 道具の創造 食事を作る道具，家を建てる道具等，文化特有の５つ以上の道具をデザインする。
物を使って文化を表現する 鑒
ぺ祐
16 蹂 建Ｓをデザインする 家族が住む家のモデルを設計する。可能であればジオラマなどといった形の模型を作る。
17 踝 輸送機関の開発 乗り物，道路，楯，船，その他，文化にあ つたユニークな輸送機関を考案
する。
18 課
コミュニケーション
の促進
①文化に特徴的な６つのキーワ ドーを考え，②２つの文化シンボルを作り出し，
③コミュニケーションの形のモデルを作る，という３つの活動を行う。
文化を伝えるコミュニケーション
の方法を考える
ョュ観
ンニ念
化ケの
ｌコ
シミ
19 蹂 プレゼンテーションの叶画
第３章で作り出したものをグループごとにプレゼンテーションをし，各々
の文化をクラス全体で共有する。
第
４
章
繕
爵
⌒ｙ
１
ミ
ｌ
ｌ－
１課 プレゼンテーション
の肝価
全てのグループ のプレゼンテーションが終わった後，一番面白かったグ
ループを決め，そのグループ はどのようなプレゼンテーションを行って
いたか，また，他のグル プー の改善すべき点などを考える。
表現の方法を評価する 懾
文化
を共
有
する
２踝 文化博物館の計画 自分運が作り出した文化や作成した考古学的レポートを展不する博物館をデザインする。
作り出した文化を博物館に展示す
る
il
万万
竣
３蹂 博物館の展示計画 文化の遺物をどこに，どのように配置するか，グループで考えたパフォー
マンスの方法等を議硫する。
４課 オ プーンハウスの計画 文化の遺物をどこに，どのように配置するか，グル プーで考えたパフォーマンスの方法等を議論する。
５課 オ プーンハウスの招待 文化博物館への招待状を作成する。
６課 ペン図：比較文化 ペン図に沿って，作り出した文化と現実の文化を比較する。 架空の文化と現実文化を比較し，
共通点を探る
る鮫を文
す比化
フ課 文化を切り取った芸術 【参考資料】多数の絵。 【貰科】 【資料】
いる17 個の観念が，人によって作り出されたもの
でありながら，同時に人を規定する枠組み（文化）
を作り出していることを理解した上で，それら観念
を作り出す学習が展開されていると言える。
第3 章 匚観念の投影」 は，第２章で作り出した
観念領域 の表象を作り出寸学習である。 ここで言
う表象とは，観念という第２章で分析した本来目
に見えない領域を，実際に目に見える対象として
作り出したものを指す。本章 は4 つのパ ートに分
けられる。第1 は第1 課から第10 課の観念を シン
ボル化するパ ートである。ここで は，地図，衣服，
宝石，聖歌，象徴，国旗，神話，おもちゃ，権利
章典，音楽など，観念領域が生み出す実際の具体
的な文化現象を作り出す。 例えば第3 課 厂宝石の
作成」では，お祝い用と日常生活用を含めた3 ～
5個の宝石をデザインする。宝石のデザインとは，
文化が持つ特定の観念が表出されるものである。
本課で は観念のシンボルとして宝石をデザインす
る学習が組まれる。
第2 のパ ートは第11 課 から第14 課の観念を身
体化するパートである。踊り，髪型，詩などを取
上げ，文化はその特徴を身体に表現することを理
解する。その上で，実際に踊りや髪型をデザイン
することで，自分達の作り出した文化を身体的特
徴として表現する。例えば第12 課「髪型の設定」
では，まず多数の文化において髪型は宗教的なパ
フォーマンスの代表であることを理解する。次に
ヘアスタイリストになったつもりで6 つ以上の髪
型を考案することで，観念を身体化させて表現す
る学習が示される。
第３のパートは第15 課から第17 課の観念をモ
ノ化するパートである。生活に使う道具や建築，
輸送機関の開発等を行うことで，集団の特徴を表
現する具体的なモノを作り出してゆく。第16 課
厂建築をデザインする」では，家族が住む家のモ
デルを設計し，可能であればディスプレー出来る
形のジオラマを作成する。家の建築は文化によっ
て様々であり，そこには文化がもつ特性が表現さ
れる。本課では，各グループが作り出した文化に
適した家を実際に設計させることで，文化独自の
観念をモノ化させる活動が組まれている。
第4 のパートは第18 課から第19 課の観念をコ
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ミュニケーション化するパ ートである。ここでは，
自分達の文化を，文化の枠組みが異なる他者へ伝
えるコミュニケーションの方法を考える学習が準
備されている。第19 課 匚プレゼンテーショ ンの
準備」では，第3 章で作り出した文化の表象をグ
ループごとに教室内でプレゼンテーションし，各
文化をクラス全体で共有することを試みる学習が
組織されている。自分達が作り出した文化を，自
分とは異なる生活習慣やシンボルをもつ文化の枠
組みを持つ集団に認 めて もらうにはどうしたらよ
いかを考えると同時に，自らも他の枠組みをも認
めることが出来る資質を育成する。本パートでは
他の枠組みを持つ他者とのコミュニケーションの
方法を考える学習が示される。
以上，第3 章は，第2 章で扱った目に見えない観
念が投影された具体的なモノ，つまり観念の表象
を作り出してゆく学習が展開されていたと言える。
第4 章 匚終結活動」 は第3 章で作り出した観念
の表象（実際みられる文化現象）を学校内外の人々
と共有して ゆく学習である。本章 は3 つのパ ート
に分かれる。第 １は第１課の 匚評価方法の吟味」
のパ ートである。 ここで は，第3 章の最後で行っ
たプレゼンテーションを分析してゆく。自らが作
り出した架空文化をより多くの人々に共有しても
らうためには，より分かりやすいプレゼンテーショ
ンを行う必要かおる。 ここでは，教室内で最も面
白かったグループを決め，そのグループが行った
プレゼンテーションの方法や内容の分析を行い，
文化の共有を促す最適なプレゼンテーションの内
容・方法を考えてゆく。
第２は作り出した文化を博物館に展示する，第
２課から第 ５課のパ ートである。文化博物館を作
ることを計画し，博物館の展示計画，展示会の配
置，展示会へ呼ぶ人への招待状の作成等を行う。
第2 課 匚文化博物館の計画」では，自分達が作り
出した文化や作成した考古学的レポートを展示す
る博物館をデザインする。 その際，学校内で文化
の展示を行うことが可能な空間を選び，その空間
の使い方を議論する。第3 課 厂博物館の展示計画」
では，作り出した文化をどこに，またどのように配
置するかを考える。同時に，文化の表象として考え
出した独自の踊り・音楽等のパフォーマンスの表現
方法を考える。このように，作り出した文化をどの
ように展示してゆくかを考えるパートである。
第３は第6 課の文化を比較するパートである。２
つ の重 なり合 う円 から作 ら れたベ ン図(Venn
Diagram) を使い，現実 の文化 と架空 の文化を比
較し，異なる現象，同じ現象を探ってゆく学習が
示される。現実文化にしかみられない現象，架空
の文化にしかみられない現象，両方にみられる共
通の現象を比較する方法を獲得する。
以上，第4 章は第3 章で作り出した文化を実際
に教室内，家族，地域の人々へ見せて共有してゆ
く学習が示されている。
（2）内容構成の特質
教科書『文化の創造』の内容構成を分析すると，
以下のようになる。第1 章では歴史・地理・公民
的要素から作り出される枠組み（解釈） として文
化を理解する学習が示されていた。次の第2 章で
は文化を規定する17 個の観念を分析し，作 り出
すという文化の分析・構築を行う学習が展開され
ていた。 第3 章で は観念が基盤となって作り出さ
れる具体的な文化表象を作り出寸学習，すなわち
文化を構築する学習が組織されている。第4 章で
は実際にクラス内で文化博物館を作り，作り出し
た文化を学内外の人と共有する，文化の共有化を
図ってゆく学習が示されていた。このことを端的
に示 したものが以下表2 である。
表２　内容構成の特質
章 内容構成 の特質
第1 章 意思決定
意思決定 に彫響を与 えている文化 の
働きを分析する
文化の理解
文
化
の
研
究
第2 章 文化 の構造
文化を規定する観念の領域( 社会， 経
済，政治，宗教，芸術)を分析する
文化の分析
文化 の基底とな る観 念の領域を作 り
出す
文化 の構築
第3 章 観念 の投影 観念が生 み出す文化 表象を作り出す
第4章 終結活動
作り 出した文化を学 校内外の人々 と
共有する 文化 の共有
Carol Nordgaarden, Greate a Gultare, The Learning Works, 1995 よこarol Nordg arden, Greate ａ Gulture, The
り，筆 者綱応
ここから，本教科書には文化研究を行う学習の
手順が示されていることが分かる。まず，表1 で
指摘した通り，本教科書では政治・経済等の領域
を特定の解釈から作り出される観念の領域である
としている。文化とはその観念から作り出された
解釈であるとされる。教科書の構成では，その解
釈としての文化枠組みを第１章で理解した上で，
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第２章では文化を分析し
，第３章では文化を新た
に作り出し
，第４章ではそれを共有する。文化と
いう枠組みを
，理解→分析→構築→共有してゆく
といった，文化研究学習のプロセスが示されてい
ると言えよう。
以上から
，本教科書が持つ内容構成の特徴とは
以下2点にまとめられる。
①文化を観念から構築された解釈であると考える②文化を理解→分析→構築→共有してゆく構成
をとる
ギアツは文化を「‾観念から成る意味のネットワ
ー
ク（解釈）」とみなしたlO）。本教科書で取り扱わ
れている文化も
，多様な観念から形成される解釈
であると考え
，その解釈を子ども達が作り出して
ゆく展開が示されている
。その際，本教科書で扱
われている文化とは
，経済・社会などと同列に並
べられる領域を示した狭義の概念ではない
。様々
な社会事象全体を包摂出来る枠組みといった広義
の概念を示している
。文化が歴史・地理・社会等
の関係性が規定する人々の観念によって作り出さ
れる解釈枠組みであることを理解し
，その解釈を
分析し
，生徒自身に構築させてゆくという解釈構
築の過程が教科書『文化の創造』では示されてい
ると言えよう。
２『文化の創造』の単元構成とその特質
（1）単元構成
では，実際の学習はどのように進むのであろう
かＯすでに指摘した通り
，第2章で示されている17
個の要素は全て文化を規定している観念として扱わ
れている
。第3章で示されている17個の現象は，観
念が投影された文化表象として扱われている
。ここ
では
，第2章の単元を分析することで，文化研究学
習にみられる学習の過程を明らかにしてゆく
。
第2章の第3課匚権力構造
」を分析したものが
表3である
。表３は教科書の記述内容と活動を中
心に筆者が分析し，単元構成の形で提示したもの
である。
第３課全体としては
，第２章にみられる文化を
作り出している17個の観念の内
，権力を学習対
象として取上げる
。本単元は2つのパートに分か
れている
。第１は導入から展開2の権力という観
念を分析するパートである。ここでは以下の展開
を取る
。まず，家族にみられる支配の関係という
権力を取り扱い
，社会にあるどの集団にも権力関
係が形成されていることを知る
。次に現存する８
個の支配の形（貴族政治
，民主政治，君主政治，
寡頭政治
，金権政治，神聖政治，独裁政治，全体
主義）を分析し
，支配といった権力はそれぞれが
独自の価値基準に基づき成立していることを理解
する学習が示される
，そして，イラン，ベネズエ
ラ
，ギリシャ，日本等8個の国を取上げ，各国が
持つ支配の形を考える
。本パートでは，ある支配
関係の下で重視される価値観が他の支配関係の下
では軽視される
，つまり，集団が重視する価値観
によって支配という権力は様々に変化することを
分析する学習が展開される
。
第２は展開3から終結の
，文化独自の支配関係
（権力）を作り出すパ
トーである。ここでは，第２
章で各グル
プーが作り出した仮想文化に，独自の
支配関係を付加してゆく学習が示される
。具体的
には
，指導者の選ばれ方，法律の作られ方，文化
における義務と責任等を考えることを通して仮想
文化の権力を実際に作り出す学習が示される
。こ
の際
，展開1・2で学習した支配の形は考慮しつ
つも
，全く異なる支配関係を作り出すことが望ま
しいとされる。
以上のように
，第３課匚権力構造」では，貴族
政治
，民主政治等，８個の権力を取上げ，支配と
しての権力は各々異なった価値観に基づいて成立
していることを把握し分析する
。その上で，自分
達が作り出した文化に適した権力の形を作り出す
。
支配にみられる権力という政治的領域が様々な価
値観に基づいて作り出された観念の領域であるこ
とを研究する学習が展開佶れる
。
（2）単元構成の特質
以上から
，本単元にみられる特質として以下３
点をあげる
ことが出来る。
①　様々な価値観を基盤とした観念により文化
が規定されていることを知る
。
②　観念を分析する
。
③　自分達独自の観念を作り出す
第2章第3課厂権力構造
」では，現実社会を規
定している支配という権力に気づき
，その権力が
人々が作り出した観念であることを分析する学習
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表３｢ 権力構造(Power  Structure)の単元構成
単元構成 教師の指示・発問 教授活動 引き出したい知識 内容組織化の視点
導入
ほとんど全ての文化には権力構造が みられますo 家族とい
う小さい築団でさえも，権力構造は存在しています。
では，権力とはどのようなものなのでしょうか。
ここでは，まず権力が何かを学習し，その上で各文化 に合
う権力を作ってもらいます。
Ｔ：説明
どの集団にも支配という権力が存在していることを知る。
集団を規定
している支配という権
力に気付く
現
実
社
会
に
み
ら
れ
る
権力
八
支
配
関
係
丶/
を
分
析
す
る
学
習
権ヱ
ｙ
翌
靠？
構甼
る
展開１
以下，８個の支配関係について調べてみよう。
・貴族政治
・民主政治・君主政治
・寡頭政治
・金権政治
・神政政治
・独裁政治
・全体主義
Ｔ：発問
Ｓ：調べる
・貴族政治
：通常，財産を持っていて教育を受けた一部の特
権的な階級によって支配されている政治。
・民主政治
：市民が指尋者を投票で選び、指導者は法律を通
過することで政策を決定する。
・君主政治
：王族の家族もしくは王族と結婚したものが権力
を持ち，君主こそがルールであるO
・寡頭政治：指導者として選ばれたごく少数の人々によって
支配される政治O
・金権政治：富を持つ人々によって支配される政治。
・神政政治：文化の宗教的指導者によって支配される政治O
・独裁 政治：一 人の指導者が力を持ち， 政策や軍事的決
定を行う形。
・全体主義
：政 治，労働，教育， 芸術等全ての側面が全
体の権力と一 致する べきてあるとされる信念。
※そ の集団か重 視する価値観や信念 によ って何を 権力と
するかか異な っている ，すなわち， 支配という権力は
観念である ことを把握する。
権力を分析
する
展開２
あ
る権力構造の下で重視される価値観が、他の権力構造の下
では軽視される。集団が重視する価値観によって権力は様々
に変化することを知りましたo
それでは，以下 ８つの国の権力構造を調べてみましよう。
・ イラン（1900年以 前）・ ベネズエラ・ イラン（1979年以
後）・ギリシ ヤ（紀元前 ８世紀）・日本・ ネパ ール・ バ
チカン王国・ロ シア（ スターリン の政権下）・イングラ
ンド（チューダ ー朝）・ アメリカ合衆国
Ｔ：発問
Ｓ：調べる
６つの国にみられる権力を分析する。
例：イラン（1900年以前）：全体主義、ネパール：君主政
治等o
展開３
次に
，グループで話し合い，仮想文化における支配関係を
設定します。それぞれの文化がどのような価値観を持つ集
団なのかを考え
，独自の権力を作り出して下さいo その際，
以下 ９個の質問に沿って考えていきましよう。
・作り出した文化 はど のような政府を 持つか。
・どのように指導者 は選ばれるか。
・権力の名前は何にするかO
・新 しい指導者が 選【jれたと きのセレ モニーはどのよ
うに行うかO
・文化において法律 はどのように作り出されるか。
・どのようにして議諭や法律上の論争を 治めるか。
・主な法律は何 であり，またなぜそれか 作られるか。
Ｔ：発問
Ｓ 二考える
全ての問いに対し，各グループ(各文化) ごとに答えを設定す
る。一各文化独自の権力を作り出す。
新たな権力
を 作り出す
文
鑑
§
努
/ 丶゛姦
傑
Ｗ茖
筮
ぷ
習
終結
集
団にはその集まりを成立させるための特定の支配関係が必
ず形成されます。その支配関係が権力です。権力とは，各文
化が重視する価値観によって異なります。したがって，権力
とは客観的な存在物ではなく，観念の領域であることが分かっ
たと思います。
Ｔ：説明
集団の中には支配関係があるo 同時にそれは築団が重視する
特定の政治手法(統治手法)と結びついている。支配という形
で表出する観念の領域である権力を自ら作り出すことによっ
て，集団を規定している政治領域の作られ方について考えるo
まとめ
Carol Nordgaarden, Create a Cult『らThe Learning Works, 1995, p.28より，筆者作成。なお，網掛け部分は筆者の分析示す。
を 行 う。 そ の上 で仮 想文化 にお け る独 自 の権力 関　　　 念が作 り出 され る過程を 分析 し， 実 際に生 徒自 ら
係 を作 り出 して ゆく。 観念 とし て の権力 を， 分析　　　 がそ の観 念を 作り 出して ゆ く学習 が展 開さ れ る。
と構築 とい う手 順で 連続的 に学習 して ゆ く構成 と　　　 支 配関係 を作 り出 す権力 とい う観念を 分析 し， 構
なって い ることが分 か る。　　　　　　　　　　　　　　 築 して ゆ くとい う， 文化 研究学習 にみられ る解釈
このよ うな，領 域的 に文化 を比較 ・受 容 す る学 習　　　 構 築 の論 理が示 さ れてい ると言え よ う。
で はな く， 構築 物 として の文 化 を分析 ・研究 して　　　 ３　 文化 研究学 習 にみら れる解釈 構築 の論理
ゆく学 習 の必要 性 は， 北 コロ ラド大 学 の助教授 で　　　　 本教科晝 『文化 の創造』でみられる学習 は，文化
あるフ ェル ティ グも指 摘 してい る。 彼 はア メ リカ　　　 の概念を，社会を規定 して いる解釈枠組 みという広
合衆 匡 におけ る文化学 習が人類 学 的視 点,を重視 す　　　 義 の意味で捉え直し， その枠組 み自体が観念の領域
る立場 から， 文化 変容 の過程 を分 析す る学 習 へと　　　 から作り出されたものだ とす る。学習で は，生 徒自
転換 しつつ あ ることを指 摘し， 文化 は言語 や科学 ，　　 身が文化 の枠 組みを分析し，作り出してゆく展開を
宗教等 か ら作 り出さ れる シ ンボルであ り， この シ　　　 とる。 解釈枠 組みとして の文化を， 理解， 分析，構
ンボル の体系 が， 体 験や意 味の観点 を作 り出 して　　　 築，共有という過程を通して研究してゆく学習 が示
い ると指摘 したII）。　　　　　　　　　　　　　　　　　 されていると言え る。そ の中で も， 本教科書 にみら
本教 科書 で は， 文化 とい う枠 組 みがそ こで生 き　　　 れる主軸 は分析→ 構築 という研究過程 であった。
る個 々人 の関係 を規定 す る観念 か ら作り 出さ れた　　　　 以上 か ら， 本 教科書 に みられ る文 化研 究学習 の
ものであ るとす る。 単元 「権力 構造」 の分 析か ら　　　 特質 は以下 ２点 てあ るこ とが分か る。
も分 か るように， 支配 に表出 さ れる権力 とい う観　　　　 ①　 学習 内容 として， 解釈枠 組 みと して の文化
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を置く（広義の意味での文化概念）
②　学習方法として分析→構築という過程を経る
本教科書では文化を直接の学習内容とするＯた
だし
，ここ言う文化とは，政治・経済・文化と
いう狭義の領域を指すのではなく
，社会を作り出
す媒体としての解釈枠組みとして捉えているＯ学
習方法としては
，多数の文化的特徴を比較理解す
るのではなく
，文化という解釈枠組みをまず分析
し
，その上で生徒自らが解釈を作り出してゆく，
解釈構築の論理に基づく研究学習が展開される
。
社会とは様々な人々の集合体である
。ここでは，
人々がそれぞれ独自の価値基準に基づいて様々な
行動を取るＯしかしながら
，それらの行動は，そ
こで生きる人々全てが無条件に受け入れられる行
動であるとは限らない
。挨拶や食事の仕方，もの
の考え方などは
，各個人が持つ価値基準によって，
異なっているのである
。しかし，異なる解釈枠組
みを持つ他者から見ると
，価値基準が異なる行動
は厂異質なもの
」と判断される。一つの事象も，
異なる枠組みから見ることで様々な見え方をする
のである
。社会で生きる人々はその生きてゆく過
程において
，それぞれが異なる枠組みを獲得し，
その枠組みに従って行動する
。本稿で分析した学
習では
，自分達が持つ判断枠組みを解釈とみなし，
その解釈が作り出される過程を分析し
，新たに解
釈を作り出す学習が展開される
。このような，解
釈構築の論理に基づく文化研究学習は
，現実に対
する多様なものの見方を保障してゆく学習として展開されていると言えるであろう。
Ⅲ。結語
本稿の目的は
，アメリカで展開されている文化
研究学習とはどのようなものであるかを明らかに
することであった
。分析の結果，本教科書『文化
の創造』にみられる文化研究学習は
，解釈構築の
論理に基づいていることが分かった
。解釈構築の
論理とは
，①内容面において，文化を社会を基底
する枠組み（解釈）とみなすこと
，②方法面にお
いて
，分析→構築という学習が展開されているこ
とであった
。文化を領域的に把握するのではなく，
社会を読み解く
一つの解釈として分析し;その上
で生徒自らその解釈を構築してゆく学習が展開さ
れているのである。
文化研究学習は
，近年アメリカ社会科教育て数
多く展開されるようになっている
。では，なぜこ
のような学習がみられるのであろうか
。その主な
理由として
，文化に関わる学問が1990年代以降大
きく変化したこと
，文化の概念が変容したこと，
そして
，アメリカ社会科教育内において，多楡肬
の容認と国民の統合という２つの論理が再びせめ
ぎあいを見せる中
，文化の学習が大きく変革しつ
つある12)ことを挙げられるだろう
。
多文化の共生という問題はアメリカのみならず
わが国でも提起されている
。文化とは私たちが持
つ価値等が作り出したものだとみなす構築主義的
な学習は
，子ども一人ひとりがすでに持っている
認識を反省的に捉えなおす学習であることから
，
一定の有効哇が見えるだろう。
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